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序.どのように美郷町消費者意識調査アンケートは行われたのか 

 

(1) まずはヒアリング調査による実情の把握 

 若・壮・老年の広い年層の消費者 20人を対象に 2016年 10月 15 日(土)～10月

31日(月)にかけて「消費者キーパーソンヒアリング調査」を実施しました。ヒア

リング内容は買い物の場所等の確認とともに、消費行動スタイル、商店街等の現

状認識、評価、また生活上の不足・不便・不安まで多岐にわたるものでした。 

 このヒアリング調査により、 

a. 町民の買い物行動が現役世代と引退世代では大きく異なること。 

b. 商品により粕淵、大田、出雲などのお店を使い分けていること(商品×場所)。

c. 平日購入するものと週末に購入する物が違うこと(商品×曜日)。 

また以上の絡みから 

d. 買い物場所と曜日に特徴が出ていること(場所×曜日)。 

以上、買い物行動にはさまざまのパターン、特徴があることが分りました。 

e. また、大田、出雲には買い物だけが目的で出かけている訳ではないこと、これ

以外にも様々の理由で町外に出かけいるこが分かりました。 

f. 小売店、スーパー、大型店だけでなく生協、ネット・通販などを利用して買い

物をしている町民も多い事が分かりました。 

g. クレジットカードをもっぱら使う人、ポイントを意識して購入する人がいる

など、同じ地域でも(f も含めて)住民の間で買い物のスタイルに多様性がある

ことが分かりました。 

h. また週末ごとに大田、出雲に出かけることを煩わしく思っていて、地元で買

い物の用が足せれば、と思っている住民がいることも理解されました。 

i. またレストラン、食堂、カフェ、日用品の店など生活の日常を便利にするお店

が地元にあれば、と思っている住民が少なからずいることも分りました。 

(2) アンケート調査の実施へ 

以上、ヒアリング調査で知ることになった買い物行動、町外への移動、要望が

どれほど町で広がり、一般性を持った行動、意見なのかを知るために、アンケー

ト調査を実施することにしました。 

それは 1)商品ごとの町内外、曜日別購買行動、 2)町外買い物理由、3)ネッ

ト、カタログ、ポイント利用状況、(4)商店街活性化策を中心に調査票を設計しま

した。 

質問紙調査は美郷町粕淵において全数調査を実施しました。調査票の配布・回

収は郵便を利用しました。商工会経由で 414 票郵送、172 票郵送で回収、回収率

は 41.5%でした。ちなみに美郷町全体の世帯数は 2157世帯です。 



2 

 

 1-1. 回答者はどのような人たちなのか 

 

(1) 性別の内訳 

男性 31.4%、女性 66.3%でした。3分の 2が女性でした。 

 

(2) 年齢別の内訳 

  回答者の年齢別構成について見ると、最も多いのが 70歳代で 26.2%、つぎに

60歳代 25.0%、80才代 14.5%とつづく。高齢化を反映して回答者の 3分の 2(65.7%)

が 60歳代以上でした。町の高齢化を反映したものとなっています。 

 

 注 世代間での行動、意見の差異が重要と思われたので、以下の年齢区分を設けました。 

1)年齢 2区分 60歳代までを現役世代、70歳以上を引退世代としている。 

これによれば、現役世代は 56.3%、引退世代は 43%となる。 

 2)年齢 3区分 40歳代までを子育て世代、50歳代、60歳代を中年世代、70歳以上を高齢世代とする。 

これによれば子育て世代 19.7%、中年世代 36.6%、高齢世代 43％となる。 

31.4 66.3 2.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

比率

図1-1.性別の内訳
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  1-2. 回答者はどのような人たちなのか 

 

 

（3）居住歴 

居住歴が利用出来た 148 人のうち、20 年未満 25.9％、20 年以上 40 年未満

25.2％、40 年以上 60 年未満 30.9％です。60 年以上も 2 割近く(18.9％)になりま

す。居住歴 40 年以上の中高年が半数（49.0％）に上ります。 

 

（4）家族構成の内訳(,年齢 2 区分) 

引退世代は 単身・独居が 44.6％、夫婦のみ世帯が 33.8％であり、両者あわせ

て 8 割近く（78.4％）になります。他方、現役世代は、単身・独身(17.5%)、夫婦

のみ(26.8%)以外にも、2 世代(30.9%)、3 世代(9.3%)も加わり、家族形成期の世代

が入っていることが分ります。 

 

3）末子のライフステージ 

 

図 1-4-2 末子の年齢 

 しかし、回答者（38.9％）の末子の年齢状況を見ると、すでに就労している人

が半数の 18.5％を占めており、子供のいる家庭にはかなり子供形成期の家庭ばか

りでなく、子供独立期の世帯も加わっていることが分ります。家族形成期の未就

学、就学の子供たちは残りの 20.6％(=6.4%+7.8%+1.3%+3.2%+1.9%)です。 

 

17.5

44.6

26.8

33.8

30.9

9.5

9.3

2.7

4.1

4.1

11.3

5.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

現役

引退

図1-4-1.世代別家族構成(２区分)

単身・独居

夫婦のみ

2世代

3世代

その他

無回答

6.4 7.6 1.3

3.2

1.9 18.5 61.1

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

比率

未就学 小学校 中学校 高等学校 専・短・大 就労 無回答
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1-3. 回答者 172人の買い物の足は   

 

 

(5)  買い物の交通の便   

 買い物の問題が語られる場合、いつも問題にされるのは買い物における弱者の

存在である。における自動車の利用の状況と、高齢者の買い物あわせた通院の足

の確保である。  

 

 図 1-5に見るように、高齢化するほど自動車の利用が減少する傾向がはっきと

り理解できます。交通弱者である高齢者の移動手段は徒歩が 50.7％で 1 位です。

それに次ぐのが自動車で 46.6％です。この数値は引退の高齢者の場合、徒歩の範

囲の粕淵のお店の利用が多いことを反映しています。バス・タクシーなどの公共

交通の利用も 20人に 1人（5.5％）います。 

 

 

図 1-5 買い物の交通手段（3 区分） 
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2-1. 美郷町民の買い物行動(商品×場所) 

  

美郷町民は商品の買い物先の場所、地域をどのように使い分けているのか、ま

た現役世代と引退世代の間に、相違はあるのか。これについて明らかにします。 

地元、大田、出雲での商品の購買率を整理して見たのが下の表です(表 2 参照)。 

 

表 2 粕淵、大田・出雲市場における購買率（全町民、現役世代、引退世代別） 

 

市場 

 

粕淵 

 

大田・出雲 

住民層 

 

現役世代 引退世代 全世代町民 

購 買 率

80%以上  

 弁当・惣菜 荒物・金物・陶器 

紳士服 

70%台  灯油 

菓子・パン 

食肉・鮮魚・野菜 

下着・靴下 

呉服・寝具 

薬・化粧品 

60%台 

 

灯油 加工食品・調味料 靴・はきもの 

婦人服・子供服 

洗剤・ちり紙・石鹸 

電器器具 

50%台 弁当類・惣菜 

ガソリン 

洗剤・チリ紙・石

鹸 

スポーツ娯楽品 

40％台 食肉・鮮魚・野菜 

菓子・パン 

加工食品・調味料 

電器器具 酒類 

加工食品・調味料 

菓子・パン 

 

引退世代は購買率 60%台、70％台、80%以上の層に見るように、食料品を主体

に多くの商品を購入していることが分かります。現役世代で 60%台の購入率を示

しているのは、灯油だけです。現役世代の粕淵での買い物は引退世代に較べ、極

め低調であることが分かります。 

反面、出雲・大田では、食料品以外、文化品、日用雑貨品、衣料品・身回品な

ど幅広い商品が購入され、購買力の流出が顕著です。 
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2-2-1. 美郷町民の買い物行動(商品×曜日:全体) 

衣料品・身の回り品を主体に、日用雑貨品、文化品などは町外の大田、出

雲で購入されることはすでに確認しました。これらの商品名を四角で囲って

います(図 2-2-1 参照)。この図に見るように、それらは土日休日に購買され

ていることが分ります。反面、灯油、ガソリン、食料品は平日に購入されて

います。 

 

 図 2-2 商品ごとの買い物行動の曜日別分布 
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ＸＧ：現役世代の平日の平均買い物率 37.9％ 

ＹＧ：現役世代の土日休日 

の平均買い物率 40.0％ 

 

ＹＩ：引退世代の土日休日の 

平均買い物率 7.3％ 

ＸＩ：引退世代の 

平日の平均買い物率 

66.3% 

現役第 1 象限 

現役第 2 象限 

現役第 3 象限 

現役第 4 象限 

引退第 1 象限 
引退第 2 象限 

引退第3象限 

引退第4象限 

2-2-2. 美郷町民の買い物行動 (商品×曜日：現役、引退世代別) 

知見 :現役世代の買い物行動

は土日休日主体である。 

主体である。 

知見: 引退世代の買い物行動

は平日が主体である。 

注: 商品名に G がついている

のは現役世代購入の商品名、I

がついているのは引退世代購

入の商品名である。 
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2-3. 美郷町民の買い物行動 (場所×曜日：全体) 

 

図 2-3 に見るように、粕淵から遠くなるほど、平日の買い物が減少する

一方、他方、土日休日の買い物が増大していることが一目瞭然である。また、

本図にはないが、現役世代は大田からさらに出雲に足が拡がっている。 

 

図 2-3 町内、町外の買い物場所の曜日別特性 
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3-1. 美郷町民の 1 週間の中での地元での買い物の日数 

 

質問紙調査では「平日の地元での買い物は週に何日ぐらいですか」との設問を

した。図 3-1 はその集計値をもとにした図です。 

 

これによれば引退世代では週に3日が地元で買い物をする人がもっとも大きな

割合（ほぼ 4 分の 1 の 25.7％）を占めている。これに対して現役世代では週に 2

日買い物する人がもっとも多い（27.8％）です。 

週 3 日以上の買い物をする人々の割合は引退世代のばあい 63.6％であるのに

対して、現役世代のばあい 55.7％である。このことからも引退世帯のほうが地元

での買い物の日数が多いことが分かります。 

ちなみに表中の数値を手がかりに 1週当たりの地元での買い物日数を試算した

ところ、引退世代が 3.34 日、現役世代 3.07 日であり、これを証左しています。 

日中に街にいる引退世代のほうか地元のお店で買い物の日数が多いことが分

かります。引退世代はの、徒歩（50.7％）あるいは自動車（46.6％）でお店に通

っています。 

 

 

 

 

 

11.3

14.9

27.8

14.9

18.6

25.7

22.7

16.2

10.3

12.2

3.1

2.7

1

6.8

5.2

6.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

現役

引退

図3-1．1週間の中での買い物日数

1日

２日

3日

4日

５日

６日

７日

無回答
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 3-2. 美郷町民の 1 ヶ月の中での町外での買い物の日数 

  

ここでは「土日、休日に町外（大田、出雲等）での買い物は月に平均何日当た

りですか」との設問に対する回答の集計を試みました(図 3-2 参照)。 

 

 引退世代に関しては月に 1 日（25.7%）～2 日（17.6%）が高い割合を示して

る。これが引退世代主流のスタイルです。 

現役世代については、1 日(17.5)、2 日(24.7%)加えて、3 日(18.6%)、4 日(18.6%)

です。3 日～4 日という毎週末に近い頻度で町外に買い物をする家族が現役世代

では 3 分の 1（37.2％＝18.6％+18.6％）いることが分かります。 

 

 

図 3-2 年齢別（2 区分）に見る 1 カ月当りの町外での買い物日数 
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4.  町外で買物をする理由 

 

 これは「町外に買い物に出かける理由をお聞かせ下さい（いくつでも）」として

尋ねたものです。 

 

 現役、引退世代別に見ましょう(図 4-1 参照)。 

「品物が豊富」という理由が現役、引退世代のいずれも高い比率を示す第 1 位

の理由です。 

 両者で大きな相違があるものに着目して示しましょう。 

現役世代が引退世代に比べて大きな値を示しているのは、高い比率を示す上位

から、「品物安価」（現役 72.4%>引退 52.9%）、気分転換(現役 48.7%>引退 29.4%)

です。 

 反対に引退世代が現役世代に対して大きな差異を示しているのは「病院」（引

退 58.8%>現役 25%）と「地元で入手不可」（引退 70.6%>現役 61.8%）です。引

退世代の町外への通院行動が突出しているのが注目されます。 

 

 

図 4-1. 町外で買い物をする理由（年齢 2 区分） 
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5. 生協、インターネット･カタログを利用した買物 

  

ここでは「生協、インターネット、カタログでの買い物をしたことがあります

か」と設問しています。 

最近は小売店、スーパー、専門店だけでなく、これらを利用した買い物行動も

多いと思われます。ここではその現状を探りました。 

 

(1) 生協、ネット・カタログの利用状況(全体)  

 利用頻度の「利用無皆」から「かなり利用」まで 4 段階の順序尺度を用いて利

用状況を探っています(図 5 参照)。 

 

生協の利用はネット・カタログ販売の利用よりも低調です。ネット・カタログ

販売の場合「利用無し」は 19.2%であるのに対して、生協の場合それは 44.8%で

す。 

ネット・カタログ販売の利用「数回利用」(37.8%)、「比較的利用」(22.1%)、「か

なり利用」(1.2%)とあわせて 61.1%である。これに対して生協の利用は合計にし

ても 25.6%に過ぎません。ただ生協に関しては一定の積極的利用者(「かなり利

用」)が一定数(8.7%)いるのが注目されます。 

 

  

   図 5 生協の利用状況(全体) 
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5-1. 生協の利用状況（年齢３区分） 

 

 生協利用は中年世代が 3 世代の中でもっと活発です(図 5-1 参照)。中年世代

（「数回利用」（17.5%）+「比較的利用」（6.3%）+「かなり利用」（12.7%））36.5%、

子育て世代 26.4%、老年世代 14.9%の順です。 

 

「子育て世代」の「かなり利用」は 17.6％であり、中年世代（12.7%）よりも

利用者が多い。 

 

この「子育て世代の」の高い「かなり利用」率は、これまでのどの「子育て

世代」の親たちも示してきた特徴なのでしょうか。それともこの世代特有の購買

行動なのでしょうか。 

もしこれが後者で、彼ら/彼女たちに続く以後の子育て世代の行動ともなるなら、

注目すべき数字です。 

  

 

 

図 5-1 生協の利用状況（年齢 3 区分） 
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5-2. ネット・カタログの利用状況(年齢 3 区分) 

  

 ここでは端的な結果が出ています(図 5-2 参照)。 

 

ネット・カタログの利用者は多いものから順に子育て世代（88.2%=「数回利用」

(58.2%)、「比較的利用」(41.1%)、「かなり利用」(5.9%)）＞中年世代(65%)＞老年

世代(44.6%)です。「子育て世代」のネット・カタログ利用はほとんど人々に行き

渡っているとみなせます。 

 

今後のネット・カタログの利用に関しては、「子育て世代」が中年世代、さらに

は老年世代に移行するに従い、町内に普及を拡げると考えられます。 

 

 

 図 5-2 ネット・カタログの利用状況(年齢 3 区分) 
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5-3. 生協で購入する商品（全体） 

  

  よく購入されている商品を列挙しておきましょう(図 5-3 参照)。 

 

第 1 位は「食肉・鮮魚」（73.7%）、第 2 位が「加工食品・調味料」（60.5%）他

の比べて非常によく生協で購入されている商品です。 

 

以下、第 3 位「洗剤・ちり紙・石鹸」（31.6%）、第 4 位｢菓子・パン｣が主だっ

たところです。なお年齢区分による分析は件数が少ないために割愛します。 

 

 

図 5-3 生協で購入する商品 
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5-4.ネット・カタログで購入する商品(全体) 

  

生協と較べ商品の品物がまったく異なります(図 5-4 参照)。 

 

第 1 位は「婦人服・子供服」（37.4%）第 2 位が「薬・化粧品」（35.4%）であ

る。これはネット・カタログ購入商品の双璧で、いずれも 30%を超えるものです。 

 

 20%以上の値を示すものを列挙しておく。第 3 位「下着・靴下」（25.3%）、第

4 位「書籍・文具」(23.2%)、第 5 位「靴・履物」(22.2%)、第 6 位「スポーツ・

娯楽品」(20.2%)といったものである。なお、「電気・器具」(15.2%)も第 7 位に入

っています。 

 

 

図 5-4 ネット・カタログで購入する商品 
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 5-5. ネット・カタログで購入する商品(年齢 3 区分) 

  

ネット・カタログの利用は年齢が若いほど利用者が拡がる傾向がありました(図

5-5 参照)。 

 

子育て世代の購入商品を確認して見てみましよう（図で数字に○をつけたデー

タを参照）。 

「婦人服」（51.9%）、「スポーツ・娯楽品」(33.3%)、「書籍・文具」（29.6%）、

「電気器具」（18.5%）などに加え、「食肉・鮮魚・野菜」（14.8%）が子育て世代

の特徴ある購入商品です。 

  

中年世代に関してはこれといって特徴のある商品は見当たらない。これは町外

への移動で充足していると考えられます。 

  

高齢世代に特徴的な購入商品に着目しよう（図で数字を☐で囲っている）。 

「薬・化粧品」（63.3%）が突出して高い割合を示しています。つぎに「婦人服・

子供服」(43.3%)、「下着・靴下」（40.0%）、「靴・履物」（30.0%）が特徴的な商品

と言えます。  

 

図 5-5 ネット・カタログで購入する商品（年齢 3 区分） 
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6. クレジットカードの利用状況 

  

買い物の支払いをクレジットで行うか否かは、その程度は年齢差のある買い物

スタイルと考えられます。 

 

山陰地方の小売りでは主要都市でもカード決済出来ないお店が多いから、彼ら

/彼女たちはそれを専ら大田、出雲で活用していると想われます。大都市では現金

を持たず、カードですべて決済する消費者がいることを考えると、その美郷町民

のクレジット利用状況がどのように出るかは興味深いです。 

  

現役、引退世代別に見ると(図 6 参照)、大きな会のスタイル差異があること

が理解された。すなわち、カード利用者はほとんど現役世代です。 

「ほぼ毎日」の人(1.0%)、「週に数回」10.3％、「週に 1 回」9.3％は現役世代で

ある。最頻値は「月に１～２回」で 19.6%です。クレジットカード利用は圧倒的

に現役世代が引退世代を上回っています。 

  

他方で、引退世代は「カード無し」が 30％、「ほとんど利用無し」も 21%であ

る。ただ「ほとんど利用無し」には現役世代も 28.9％いることが注目されます。 

 

 

図 6.  ネット・カタログを利用した買物 
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7. 買い物時のポイントの重視度について(年齢区分) 

 

 クレジットカードは持たず、現金決済をする人でもポイントに関しては少なか

らずの人々が関心を持っていることが予想されます。ポイント重視度に年齢差は

あるのでしょうか。 

 

 はたして、図 7 に見るように、現役世代はポイントを「非常に意識」26.3%、

「まぁ意識」49.5%であり、合わせて 75.8％もの人が程度の差こそあれ、意識を

ポイントに寄せていることが分かります。 

 

これに対して、引退世代も同様に 47.2%(=13.9%+33.3%)がポイントに意識を

持っているが、現役世代のほうがはるかにポイントを重視しています。 

  

 

 

図 7-2. ポイント重視度（年齢 2 区分） 
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8. インターネットでの買物頻度 

 

 インターネットを通して、さまざまの品物を翌日には入手できる時代になり、

買い物環境は劇的に変化しています。ネットと宅配便があれば、地方にあっても

国内各地、また世界の商品を入手できます。 

 ただこれはクレジットカードの場合と同様に、この利用に関しては年齢差が大

きいかもしれません。 

「あなたは買い物にインターネット（スマホも含む）での買い物をよくされま

すか」と問うことで、美郷町のインターネットの利用状況に探りを入れました。 

 

 インターネットの利用に関しては、現役世代と引退世代では大きな差異がある

ことは図 8 にみるように一目瞭然です。 

 インターネット環境を「持っていない」人は引退世代に 45.8％の上っている。 

やはりネット利用者は圧倒的に現役世代である。世代間でネットアクセスに関

しては画然とした差異があると言わざるをえません。 

 「良く利用」（現役 10.5%＞引退 2.8%）、「ときどき利用」(現役 32.6%＞引退

6.9%)，「あまり利用しない」（現役 18.9%＞引退 6.9%）という具合です。 

高齢者のインターネットアクセスを補助するサービスが必要かもしれません。 

 

 

図 8. 買い物でのインターネットの利用状況(全体) 
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9-1. 粕淵商店街の魅力向上のために必要とされるお店(全体) 

  

ここでは「美郷町の粕淵商店街にどのようなものがあれば魅力的になりますか」

との設問をして、3 つまでの複数回答でご意見を頂いた。具体的な要望は商店街

振興の方向付けに示唆をあたえるものです。 

  

図 9-1 に見るように、魅力向上のための必要とされるお店として、第 1 位は「食

堂」(41.1%)です。 

 

２位以下はホームセンター(38.4%)、日用品の店(37.1%)、100 円ショップ

(27.8%)、ドラッグストア(24.5%)、ファミレス(23.8%)、産直市の充実(19.2%)、

カフェ(15.9%)、居酒屋(15.9%)が主たるものです。 

 

 

 

図 9-1 粕淵商店街にあって欲しいもの(全体) 
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9-2.  魅力向上のために必要とされるお店(年齢 2 区分) 

   

年齢区分で見たとき、希望に明確な差異があるものがあります(図 9-2 参照)。 

a. 引退世代が強く望むものは「日用品の店」(引退世代 52.9%>現役世代 19.8%)

と「100 円ショップ」(引退世代 40.5%>現役世代 19.3%)です。 

 

b. 現役世代の希望が強いのは「ドラッグストア」(現役世代 31.8%>引退世代

4.5%)、「カフェ」(現役世代 23.5% >引退世代 4.8% )、「居酒屋」(現役世代 23.9% 

>引退世代 4.8% )です。 

 

 また、世代間に差異がいなものもあります。 

c. 現役、引退世代がともに望むものは「食堂」(現役世代 40.9%、引退世代 40.3%)、

「ファミリレス」(現役世代 21.6%、引退世代 27.4%)、「ホームセンター」(現役

世代 38.6%、引退世代 38.7%)です。 

  

 

図 9-2 粕淵商店街にあって欲しいもの(年齢 2 区分) 
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9-3.  魅力向上のために必要とされるお店－まとめ－ 

 

 

  整理すると住民の要望は強いのは大別すれば、 

1. 日用・雑貨・ドラッグ品関係の店と 

2. 飲食・喫茶関係の店です。 

  

 これに 9-2 での知見も加えて表 9 に纏めてみました。 

 今後の商店街振興に関する、町民の願望が集約されていると見なせます。 

 

表 9 粕淵の住民に必要とされるお店  

注 括弧内の数値は全町民の望むものの数値です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日用・雑貨・ドラッグ品関係の店 ホームセンター(38.4%)。現役・引退世代希望 

日用品の店(37.1%)。  引退世代希望 

ドラッグストア(24.5%)。現役世代希望 

100 円ショップ(27.8%)。引退世代希望 

飲食・喫茶関係の店 食堂(41.1%)。     現役・引退世代希望 

ファミレス(23.8%)。  現役・引退世代希望 

カフェ(15.9%)。    現役世代希望 

居酒屋(15.9%)。    現役世代希望 
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10. 買い物行動と週末の生活－のぞましい週末の過ごし方 

  

ここでは『「町外に買い物に出かけるのはわずらわしい。ゆっくりと街中で土日

を過ごせるような買い物、遊び環境があれば良い」と考える町民の意見がありま

す。あなたはどのようにお感じになりますか。』との問いを設けて、週末にも町外

での買い物に時間を割かざるを得ない住民の実情を踏まえて意見を聞きました。 

 

 現役世代と現役世代では週末の過ごし方に意識の差異があるのでしょうか。 

 

図 10 に見るように、「いつも感じる」、「ときどき感じる」に関しては両者に

意見に大きな差はありません。現役、引退世代とも６割近くの人が週末ゆっく

り過ごしたいしたいとの感想を持っている事が分かります。 

ただ引退世代の「いつも感じる」の値(18.9%)が現役世代のそれ(12.4%)を上回

っており、切実感は引退世代のほうが高いのが若干高いと見なせます。 

週末に町外に行かなくても用が足せる街づくりを、前段の表 9 に纏めた要望

リストをにらみ合わせて展開する必要がありましょう。 

 

 

る」  

図 10 週末は町外に出かけずゆっくり過ごしたいか(年齢 2 区分) 
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